
（様式１－１）
令和６年度 学校評価報告書 大牟田市立明治小学校（ＮＯ１）

学校教育目標 自ら学び、認め合い、粘り強く取り組む子供の育成 重点目標 話を聴き合い、わかり合う子供の育成～聴き合ってわかり合おう～

評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画
重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 評価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策

①主体的な学びへの授業転換をするため ①学級みんなと協力し合うことができる ○「学び合い」のある学習を目指した ・自己評価は適切である。 ・令和７年度は重点目標達成に向
【学力アップ部】 に、毎時間の明確な目標を提示し、問題 子供 ３ 授業改善を全ての学級で取り組ん Ａ ・「学び合い」は他者とのかかわり けた取組をさらに明確に、効果
学力向上に向け を協働的に解決する時間を設定する。 （学校生活アンケート３．２以上） だ。 を持つことができとても良い。「学 的に推進していくため、これま
た学び合い（協 ②学習内容の確実な定着のために、類似問 ②毎日の授業や帯の時間、家庭学習での ○毎週水曜日と金曜日にタブレットを び合い」に向けたより一層の指導 で【学力】【豊かな心】【体力】
働的な学び）の 題に取り組む時間を設定する。 タブレットドリルの活用 ３ 持ち帰らせ、家庭学習で活用させた。 Ａ に期待する。 の３部に分けていた部会を【学
実現・授業改善 （全単元８０％以上） △一部の児童の使い方に課題がある。 ・タブレットドリルを積極的に活用 力】と【非認知能力】の２部に

重 している子をよく見かけた。タブ 整理し、授業改善を中心に学力
③「明治小学び合いに向けた授業づくりワ ③最後まで自分で考えながら学習に取 ○教師が「学び合いに向けた授業づく レット学習は幅広い情報に触れる 向上を強力に推し進めていく。

点 ークシート」を毎週作成し、日常的に授 り組むことができる子供 ３ りワークシート」を繰り返し作成す Ａ ことができるので不適切な情報か ・学習内容の確実な定着を図るた
業改善を行う。 （授業チェックリスト３．２以上） ることで、子供が主体的に「考える」 ら誤学習につながらないよう、引 め、ＩＣＴのさらなる活用をし

目 学習場面をつくる技能が高まった。 き続き使用方法は指導していく必 ながら児童の学力を個で追い、
④学級の学力分析を個で行い、ターゲット ④単元テストで６０点以上取れる子供 ○３学期国語科は知・技、思・判・表 要がある。 個に応じた指導を進めていく。

標 となる児童を明確にして個に応じた指導 （学級の７０％以上） ３ ともに達成。算数科は知・技で達成。 Ａ ・学力に応じた個別指導では、その ・一人一人の改善課題を見取り、
を行う。 思・判・表でわずかに未達成。３学 子の能力に合わせた指導をされて 学力アップ非常勤講師を活用し、

に 期はどの観点も高まった。 いた。 少人数学習を継続・推進する。
【豊かな心部】 ⑤当たり前のこと（あいさつ、掃除、時間 ⑤あいさつ、靴のかかとそろえ、黙々掃 ○特に黙々掃除ができる子供が増えて ・自己評価は適切である。 ・令和７年度は限られた人員が分

関 ・凡事徹底 厳守）を、目標ごとに取組の成果として 除ができている子供 ３ おり、協力する姿が見られた。 Ａ ・「当たり前のこと」の指導は素晴 散しがちであった3部会を2部会
・生徒指導４原 視覚化する。 （教師の見取り ８０％以上） らしい。続けてほしい。 に整理し、「粘り強さ」等、子供

す 則で支え合う ⑥生徒指導４原則（自己存在感・共感的人 ⑥自分のことが好きな子供 △学年が上がるほど数値が下がる傾向 ・小学生の頃から自己決定の場を設 の非認知能力を向上を目指し「当
学級集団づく 間関係・自己決定の場・安全・安心な風 （生活アンケート３．２以上） ３ があった。協力して課題を解決する Ａ け、自信をもたせることは大事で たり前のこと」に黙々と取り組

る り 土）を意識した学級づくり・学校づく 経験を増やし、共感的人間関係の育 ある。 むことのできる子供の育成を強
りを行う。 成をしていく。 力に推進する。

評 ⑦「わくわくタイム」で楽しい遊びを提案 ⑦昼休みに外遊びをする子供 ○スポコン広場の参加等「わくわくタ ・自己評価は適切である。 ・スポコン広場の登録と参加を活
【体力アップ部】 し、外遊びを奨励する。 （教師の見取り ８５％以上） ３ イム」の取組の効果がみられた。 Ａ ・体力アップ、遊びが一番である。 用し、記録に挑戦しながら楽し

価 楽しみながら体 ・限られた職員の中で工夫している く遊びの中で体力向上できるよ
を動かす習慣を ⑧体育の学習のねらいを明確にし、運動の ⑧運動が嫌いな子供 １０％以下 ○交換授業等で体育主任の体育科授業 ところが大変素晴らしい。交換授 うに環境を整える。
つけ、友達と 楽しさを味わえる授業を行う。 ４ が学校全体の体育科の授業改善につ Ａ 業をしていろんな先生の目で子供 ・体育主任を中心に課題解決学習
失敗から学び ながり、運動好きな子供が増えた。 を育てる大切さがわかる。 で体育科の授業改善を推進する。
高め合う ⑨体育科授業で運動時間を十分に確保した ⑨２５分以上の運動時間を確保した体育 ４ ○全ての体育科授業で運動時間を意識 Ａ ・勉強が苦手な子も体育ではとても ・25分以上の運動時間を十分に確

授業を行う。 科授業 （週案８０％以上） した授業計画がなされている。 楽しそうにしていた。 保した体育科授業を行う。
【特色ある教育 ⑩英語活動・外国語活動・外国語科で文字 ⑩英語でのコミュニケーションの楽しさ ○英語活動・外国語活動・外国語科の ・自己評価は適切である。 ・明治小の子供の強みを生かし、
活動】 に慣れ親しみ、主体的にコミュニケーシ を味わっている子供 ８５％以上 授業づくりではコミュニケーション ・縦割り遊びや授業内のコミュニケ 令和７年度も縦割り遊びや授業
お互いを認め合 ョンを図るよう、相手や目的を意識させ ４ に必然性を持たせることで子供の主 Ａ ーションに英語を取り入れ、楽し で英語を取り入れ、楽しみなが
う態度を育てる る工夫を行う。 体的な学びを作り出した。 みながら学んでいる印象である。 ら主体的にコミュニケーション

・取組を応援する。 を図る子供を育成する。
い ・相手の話を受け止めて最後まで聞く姿勢 ・友達の話をきちんと聞いている子供 ○全ての学級で授業の振り返りや朝の ・自己評価は適切である。 ・全ての学級において授業の振り
じ いじめの未然防 を育てるため、授業の振り返りや帰りの ９０％ ３ 会・帰りの会等で互いのよさを認め Ａ ・友達のよさを認め自分も認められ 返りや朝の会・帰りの会等で互
め 止と早期発見・ 会で互いのよさを認め合う場の設定 合う場を設定した。支持的風土が育 ることが大切。今後も続けてほし いのよさを認め合う場を設定し、
防 早期対応 っている。 い。 自尊感情の向上につなげる。
止 ・児童理解会議の確実な実施（月1回）と ・いじめ発見、対応後見守り活動３か月、 ○臨時の児童理解会議で組織内での迅 ・日頃の対人トラブルでも子供の言 ・毎月の児童理解会議やいじめ防

いじめ防止対策委員会による共通理解と 解消 ３ 速な情報共有ができており、組織的 Ａ い分をしっかり聞き他者に与える 止委員会でＳＣ、ＳＳＷ、ｽｸｰﾙｻ
組織的対応の実施 １００％ 対応ができた。 影響まで丁寧に指導されていた。 ﾎﾟｰﾀｰ等関係機関との連携し組織

対応を推進する。
不 ・不登校傾向児童に関する情報の共有 ・病気、家事都合以外の不登校傾向の児 ○ぽかぽかルームの活用により不登校 ・自己評価は適切である。 ・他の児童の視線や季節の気候に
登 不登校児童の学 ・予防・解消を目指す組織的な取組（チー 童の登校改善 ３ の未然防止に効果があった。また、 Ａ ・早期の対応がなされていた。 対応したぽかぽかルームの整備
校 校復帰と未然防 ムサポート対応）の実施 復帰できた児童がいた。 ・ぽかぽかルームの設置は不登校解 をさらに推進する。
防 止 ・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ(SC)、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ(SSW)、 ・ＳＣ、ＳＳＷ、訪問指導員と連携し、 ○ＳＳＷの在校時間が増えたことで専 消に効果があるのでＳＣやＳＳＷ ・養護教諭が特別支援コーディネ
止 訪問指導員等と毎月１回以上の情報共有 欠席・遅刻しがちな子供をサポートす ３ 門的な助言による効果的な対応がで Ａ と連携して活用を進めてほしい。 ーターを担い、関係機関との連

の取組を実施 る。 きた。 携を強力に推進する。
サポート体制 １００％

・学校閉庁時刻（２０時）での退校 ・２０時までに退校した職員 ○18時以降の留守電対応等の取組によ ・自己評価は適切である。 ・保護者への理解を促し、保護者
働 意識改革と業務 ９０％以上 ３ り、学校閉庁時刻に退校する職員が Ａ ・ＩＣＴを活用した会議で効率よく 配布の手紙をデータによる配布
き 改善 増加した。 会議を実施されていた。 へ移行し、さらなる業務軽減へ
方 ・職員会議の議案の早期提案による時間の ・３０日以上の早期計画的提案の実施率 ○全ての会議で学習支援ソフトの使用 ・校内での業務改善や退勤できる雰 とつなぐ。
改 確保とＩＣＴ活用の推進 ９０％以上 ３ によるぺーパーレス会議をした。ま Ａ 囲気づくりなど、管理職を中心に ・前年度の反省を生かした計画に
革 ・ペーパーレス会議の実施 （毎回） た、次回会議の議題の予告ができた。 進めていってほしい。 より業務の無駄を省く。

◇ 評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）
・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである



（様式１－２）

令和６年度 学校評価報告書 大牟田市立明治小学校（ＮＯ２）

評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画

領 域 評価の観点 評価指標(①取組指標または②成果指標) 評価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案）

教育課程 教育指導計画の徹底した ○週計画案の量的・質的管理に関する指導助言と ３ ○週計画案を使った時数管理と授業改善ワークシート Ａ ・自己評価は適切である。 ・週案で重点単元の進捗状況等の確認と

学習指導 推進 教室訪問・巡回による実施状況の確認 添付等の質的管理ができた。 ・非常勤講師の先生と担任の先生 指導助言を細やかに行う。

効果的な指導方法の工夫 ○学力アップ、アフタースクール等の非常勤講師 ４ ○学力アップ等の非常勤講師と担任が情報共有を徹底 Ａ で日頃から情報共有している様 ・学力アップ非常勤講師等を活用し個に

を活用した少人数学習・TTの推進 したため効果的な指導につながった。 子を見かけた。 応じた指導の充実を図る。

進路指導 望ましい勤労観等の育成 ○体験活動の充実（勤労奉仕活動、ボランティア ３ ○運動会や野外活動等高学年を中心に子供の活躍の場 Ａ ・自己評価は適切である。 ・体験活動の更なる充実を図り、子供の

体験、委員会活動、学校行事の係活動） を増やし、望ましい勤労観等の育成の充実を図った。 ・運動会等の行事を通して、目標 活躍する場所を増やしながらキャリア

キャリア形成と自己実現 ○「キャリアパスポート」を活用し、現在や将来 ３ ○全児童、全学期で計画的にキャリアパスポートの運 Ａ を持って活動することやその振 パスポートで目標設定と振り返りの計

総 に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成 用を行っている。 り返りの指導がなされていた。 画を共有するようにする。

生徒指導 児童理解の充実 ○児童に関する情報の共有化とアンケート実施後 ４ ○組織的・計画的・継続的に関係機関を含め情報共有 Ａ ・自己評価は適切である。 ・児童理解会議を中心に関係機関との連

の教育相談旬間等の確実な実施 をした。気になる児童には教育相談を徹底した。 ・気になる児童の状況にも配慮し 携を強化し、情報共有の更なる組織的

積極的な生徒指導の推進 ○生徒指導４原則（自己存在感、 共感的人間関係、自己決定の場、安全・安 ４ ○校内研修を行い最新版生徒指導提要改定の概要と生 Ａ つつ継続的な対応をされてい 対応の充実に努める。

心な風土）を意識した学級・授業づくり 徒指導４原則の理解を深め日常の指導に生かした。 た。問題行動発生のリスクが高 ・生徒指導４原則を意識した生徒指導に

問題行動への組織的対応 ○管理職・担任を中心とした面談・指導と関係諸 ４ ○問題行動発生時は組織的に迅速・適切に対応した。 Ａ まった時点で早期に組織的対応 関する研修を徹底する。

機関との連携した組織的な対応 組織的対応の改善のための評価活動も実施した。 を検討されていた。 ・ＰＴＡと連携し保護者研修を推進する。

保健管理 健康指導の充実 ○保健学習、保健指導の充実 ４ ○年間指導計画に基づき計画的に実施した。 Ａ ・自己評価は適切である。 ・薬物乱用防止教室はPTAや地域との連携

括 ○薬物乱用防止教育等の促進 ・年間指導計画に基づき、計画的 を強化し、充実を図る。

学校給食の管理と食育の ○食事マナー、食物アレルギー対応の取組、食育 ４ ○年間計画に基づき計画的に実施し、研修と危機管理 Ａ に健康指導や学校給食の管理が ・年度当初に誤飲等の研修を実施し、事

推進 に関する全体計画、年間計画の実施 マニュアルの見直しも実施した。 されていた。 故防止に努める。

安全管理 安全教育の実施 ○避難訓練、不審者対応教育、防犯教育、交通教 ４ ○外部講師を効果的に活用し、年間指導計画に基づき Ａ ・自己評価は適切である。 ・多用なシチュエーションで避難訓練を

室等の実施 計画的に実施した。 ・年間指導計画に基づきＰＴＡ・ 行い、子供の危機回避能力を高め災害

教育活動中の安全対策 ○安全点検の確実な実施（毎月始め） ４ ○避難訓練等の実施後は危機管理マニュアルの確認・ Ａ 地域とよく協力して安全教育が 時に備える。

○危機管理マニュアル等の確認と見直し 見直しを徹底した。 実施されていた。 ・地域別下校を計画的に実施し、集団で

登校・下校時の安全対策 ○通学路の安全点検、交通安全教室、ＰＴＡ・地 ４ ○ＰＴＡ・地域と連携して計画的に登校時の見守り活 Ａ ・市内でも不審者情報が多いので 素早く行動する実践力を育て、災害時

域との連携、地域別下校指導 動等の安全対策を実施できた。 今後も対策を進めてほしい。 に備える。

特別支援 特別支援教育推進体制 ○特別な支援が必要な児童の把握と個別の指導・ ４ ○特別支援学級新設が実現し、丁寧な個別の指導・支 Ａ ・自己評価は適切である。 ・ＳＣやＳＳＷとの連携を強化し、推進

教育 支援計画の作成、関係機関との連携（相談室等） 援計画の作成ときめ細やかな支援につながった。 ・通常学級にも要支援の子はいな 体制の充実を図る。

特別支援教育に関する研 ○全校授業研修会の実施（個に応じた指導）及び ４ ○年間指導計画に基づき計画的に実施した。 Ａ いか、どのような支援が有効か ・必要に応じ特別支援教育支援員と保護

修 インクルーシブ教育システムに関する研修 常にアンテナが張られていた。 者の面談が行なえるようにする。

組織運営 校務分掌の機能化 ○３部会・リーダー会の確実な実施（PDCAサイク ３ ○水曜午後の時間を活用し計画的に実施した。 Ａ ・自己評価は適切である。 ・次年度は3部会を２部会に整理し、「学

ル） ・計画的に組織運営がなされてい 力」「非認知能力」の２部で重点目標達

組織マネジメントの確立 ○学期毎の教育活動評価の実施と改善のための具 ３ ○年間指導計画に基づき計画的に評価と改善を実施し Ａ た。 成を目指す。

体的方策（ＰＤＣＡサイクルを活用した見直し） た。 ・教育活動評価の項目を精選する。

評 研 修 校内研究の充実 ○研究授業年１回以上を全員実施 ３ ○全学年で研究授業を年１回以上実施し、全員が授業 Ａ ・自己評価は適切である。 ・次年度は全学級で研究授業を年１回以

○講師招聘による研修会の実施 者又は授業づくり担当で研究を推進した。 ・校内研修を通じて、指導につい 上実施し、全員で研究を推進する。

キャリアステージと校務 ○各職員の目標に応じた専門研修等の受講、研究 ３ ○各職員のキャリアステージに応じて研修や教育論文 Ａ て自己研鑽を積まれていた。 ・市町村立学校教員育成指標から各職員

分掌に応じた研修の推進 発表会への参加奨励 の作成を奨励した。 の目標に応じた研修計画を作成する。

教育目標 教育目標達成をめざす学 ○重点目標達成状況調査（学期１回）に基づく評 ３ ○年間指導計画に基づき計画的に評価・改善・充実を Ａ ・自己評価は適切である。 ・学校評価項目と職員の自己評価の一体

価 学校評価 校評価の実施 価・改善・充実 図った。 ・計画的に進められていた。 化を図り、取組の充実を図る。

情報提供 各種通信・HP等による積 ○学校便り、Ｍボード、メール、学年・学級便り、 ４ ○今年度は学校代表メールやリーバーの活用による積 Ａ ・自己評価は適切である。 ・Ｍボード、学校代表メール、リーバー

極的情報発信 保健・給食・図書館便りの定期的な発行 極的な情報の収集と提供が実施できた。 ・大変良い。 等のＩＣＴを活用し、情報を確実・効

各種会合等での情報提供 ○学級懇談会、ＰＴＡ会合、校区まちづくり協議 ４ ○各会・関係機関との連携・協力体制の推進ができ Ａ ・Ｍボードなどを利用し積極的に 果的に保護者に届ける。

・啓発 会等関係機関との連携・協力体制 た。 情報発信がされていた。 ・定期的に関係機関との情報共有を行う。

保護者・ 保護者との連携 ○ＰＴＡ役員会、運営委員会、ＰＴＡ総会、家庭 ４ ○各会や家庭と効果的に協力・連携ができた。さらに Ａ ・自己評価は適切である。 ・令和７年度は本校は市Ｐ連の会長校で

地域との 訪問、個人懇談会の実施 深めていきたい。 ・協力体制はよく行き届いてい あるため、本校のＰＴＡ役員会や他校

連携 地域住民との連携 ○地域住民との連携、まち協、民児協等との連携、 ４ ○地域の方々と効果的に協力・連携ができた。さらに Ａ る。さらに地域の人材活用を進 の役員校と定期的に連絡を取り合い、

行事への参加 深めていきたい。 めてほしい。 連携の充実を図る。

教育環境 学校施設の環境整備 ○教室、特別教室、体育館、運動場の整備、遊具、 ４ ○組織で定期的・計画的に環境整備を行い、充実して Ａ ・自己評価は適切である。 ・前年度の実績も踏まえ、年間を通して

整備 プール、花壇等の点検・整備の充実 いる。 ・良くできている。 計画的に整備を進める。

校内の環境整備 ○計画的な配当予算の執行による、備品購入や修 ４ ○予算の中で計画に基づき、無駄なく適切に実施した。 Ａ ・先生方で声を掛け合い、組織的 ・ＰＴＡや地域交流の視点からも協力体

理・修繕の実施 に環境整備が行われていた。 制を推進する。

◇ 評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）

・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである


